
令和 7年度事業報告書

令和 7年度事業は、布おむつ及び清拭リネン類並びに関連製品 (以下、「ダイアパー等」という。)

の提供に関する調査及び研究等をとおして、ダイアパー等の衛生管理と品質の向上及び適正な運

営と発展を図り、公衆衛生及び社会福祉の向上に寄与すべく、ダイアパー等の衛生基準の適正な

確保などに関する事項を重点として事業の推進を図つた。

第 I 会員に関する事項
1.会員の異動状況 (令和 8年 3月 31日 現在 )

区 分 6年度末
7年度中

7年度末
入 会 退 会

正 会 員 78 0 4 74

賛助会員 18 1 0 19

計 96 1 3 93

正会員の退会 |

賛助会員の入会

[R7.6.31]

[R7.12.31]

[R8. 3.31]

[R8. 3.31]

[R7. 9. 1]

ワタキューセイモア株式会社 四国支店 <四国支部>

ワタキューセイモア株式会社 北海道支店<北海道支都>

有限会社 郡山ベビー         <東 北支部>

有限会社 盛岡ベビーナンピ~     <東 北支部>

広洋物産株式会社

2.正会員 支部別・都道府県別 入会状況 (令和 8年 3月 31日 現在 )

支部名 都道府県名 支部名 都道府県名

北海道 (4) 北海道 (4) 近畿 (7) 京都 (1)大阪 (2)

兵庫 (3)和歌山 (1)東 北 (9) 青森 (2)宮城
秋田 (1)福島

4

2

(

( 中国 (12) 鳥取 (1)島根 (1)岡山 (6)
広島 (3)山 口 (1)関東甲信越

(1 8)

茨城 (1)埼玉 (4)千葉
東京 (3)神奈川 (5)
新潟 (3)長野 (1)

1( )

四国 (6) 徳島 (1)香川 (1)愛媛 (4)
九州 (8) 福岡 (3)佐賀 (1)宮崎 (1)

鹿児島 (2)沖縄 (1)東海北陸 (10) 富山(2)静岡(2)愛知 (6)

計 74

会員不在県

(15)

岩手、山形、栃木、群馬、山梨、岐阜、石川、福井、二重、滋賀、

奈良、高知、長崎、熊本、大分



3.賛助会員 本社所在地別 入会状況

第Ⅱ 役員に関する事項

1.定数及び現在数

2.役員会の構成と現任者氏名 (順不同・敬称略)

(令和 8年 3月 31日 現在 )

(令和 8年 3月 31日 現在 )

(令和 8年 3月 31日 現在 )

地区名 本社所在地県名 地区名 本社所在地県名

関東 (9) 埼玉 (1)、 東京 (8) 近畿 (6) 大阪 (5)、 京都 (1)

東海 (4) 愛知 (3)、 静岡 (1) 計 19

区 分 定 数 現在数 任    期
理 事 10人以上 15人以内 13人 令和 6年 6月 18日 ～

令和 8年 6月 定時総会日監  事 2人 2人

理 事 長
(支部長兼務)

副理事長

(支部長兼務)

(定数2人 )

専務理事
常務理事

(支部長兼務)

(定数 8人 )
理  事 監 事

高江 智和理

(北 海 道)

1人

佐藤 哲也
(関東甲信越 )

1人

(副理事長兼務) 加 藤 忍

(東 北 )

長谷川 正親

(東海北陸)

荒巻 道洋

(近 畿)

大野 博之

(中 国)

松尾 隆之
(四 国 )

松山 俊博
(九 州1)

6人

門松 秀樹

小林 祐介

(以上正会員 )

武知 教之

持田 一史

宮下 義浩

(以上賛助会員)

5人

唐沢 昌敬

(会計士)

飯塚 素行

(税理士)

2人
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第Ⅲ ダイアパー等の衛生確保・品質向上等の推進に関する事項
令和 7年度における当振興会事業は、本法人の設立趣旨及び定款第 3条の目的を達成する

ため、ダイアパー等 (に係る衛生管理と品質の向上及び安定提供等に資する事業を中心とし

て次に掲げる各事業の推進を図つた。

1.布おむつに関する厚生労働省ガイ ドラインの普及事業

令和 7年度事業計画に基づき、会員各社等において生産されている布おむつの衛生状態を

把握確認するための「布おむつ細菌検査事業」及び会員各事業所の貸おむつ洗濯工場の衛生

基準の確認点検のための「自主J点検委員による衛生基準自主点検調査 (隔年事業)」 について、

振興会役員も参画した拡大技術調査研究委員会において検討作成した各事業の実施要領等に

より、次のとおり実施した。

(1)布おむつ細菌検査事業の実施

会員各社等において生産されている貸おむつの細菌検査は、令和 7年 7月 18日 付け

日ダ振発第 18号及び令和 8年 1月 20日 付け日ダ振発第 39号で通知した「令和 7年度

貸おむつの官能検査及び細菌検査の実施について」の「令和 7年度 (夏季)。 (冬季)おむ

つの官能検査・糸田菌検査実施要領」に基づき、検査日を夏季は8月 4日 (月 )～ 6日 (水 )、

冬季は2月 2日 (月 )～ 4日 (水)と 定め、全国一斉に実施した。

また、技術調査研究委員会からの要請に基づき、前年同様、セレウス菌の自主的な追加

検査を夏季の細菌検査において実施した。

検査費用は、前年同様、会員が委託する非会員工場分も含め全てを本部で負担した。

検査は、 (公社)日 本食品衛生協会食品衛生研究所に委託して実施した。

なお、非会員へ委託している場合は、当該委託先に対し、本検査への積極的な受検の

勧奨を要請するなどして実施した。
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○令和7年度の支部別検査状況は、次表のとおりである。

受検会員数 受検数

藪 奉 冬 季 夏 季 寒 季 戸奉 冬 奉 万奉 冬 奉 万 奉 冬 奉

北海道 3 3 3 3 2 3 1 0 0 0

東   北 9 9 12 12 9 12 3 0 0 0

関東甲信越 11 11 12 12 12 12 0 0 0 0

東海北陸 8 8 8 8 7 8 1 0 0 0

近  畿 5 5 5 5 4 5 1 0 0 0

中  国 7 7 8 8 4 8 4 0 0 0

四  国 6 6 6 6 5 6 1 0 0 0

九  州 6 6 7 7 6 7 1 0 0 0

計 55 55 61 61 49 61 12 0 0 0

前年度 56 56 62 62 42 61 20 1 2 0

「受検会員数」と「受検教」の差は、1社複数工場および非会員委託工場である。

再検査の内訳  : 一般細菌・黄色ブドウ球菌。セレウス菌 (セレウス菌の自主検査は夏季のみ実施)
「変色・異臭」のみ該当の会員については、再検査はせず注意喚起を行つた。

(2)布 おむつ自主点検委員による衛生基準自主点検調査の実施 (隔年事業)
ア 自主点検事業の実施に当たつての協力要請
令和 7年 7月 14日 付けにて、日ダ振発第 19号で支部長、日ダ振発第 20号で正会員

に、理事長名通知 「令和 7年度ダイアパー衛生基準自主点検調査事業の実施について」

をもつて、令和 7年 8月 28日 点検委員技術講習会の開催と10月 自主点検調査の円滑

な実施について協力要請をした。

また同正会員向け通知では、点検委員以外の者でも技術講習会の受講申込を受け付け

る旨の連絡も行つた。

イ 点検委員の委嘱と点検委員技術講習会の開催
令和 7年 8月 28日 、ホテルグランドヒル市ヶ谷において、「点検委員技術講習会」

を開催した。受講者は、点検委員が 29名、点検委員以外からは、5名の参加があった。

ウ 点検委員技術講習会 プログラム  lアJ可紙)
工 点検委員による自主点検調査の実施
実施期間中に、全国43工場を対象に、各支部の点検チームにより、次の表のとおり

実施された。

注

注

注
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支部名
実施期間

(実延べ日数)
委員数 点検数 支都名

実施期間

(実延べ日数)
委員数 点検数

北海道
10/20

(1日 )

2名 2工場 近 畿
10/8-30

14日 )

8名 5工場

東 Jヒ
10/6～ 17

(6日 )

3名 7工場 中 国
10/1～ 22

14日 )

3名 6工場

関東甲信越
10/16～ 31

(5日 )

6名 8工場 四 国
10/8-29

(4日 )

8名 4工場

東海北陸
10/10～ 16

(3日 )

6名 6工場 九 州
9/25-10/7

(3日 )

4名 5工場

合 計

(実延べ日数)

30日
40名 43工場

○ 令和7年度 自主点検調査実施状況

オ 自主点検調査においては、点検委員が書類審査、現地確認を行い、点検表の45項 目
を「適は○」、「要改善は△」、「不適は×」の 3区分により判定した。これを委員相互

で確認し、連署・押印後、支部長経由にて本部に提出した。

本部事務局において、令和 7年 11月 に各点検表 。調査付票の判定結果・算定数値に

ついて審査、照会等するなど全国集計し、理事長より技術調査研究委員会に紺する総合

評価を諮問するための関係資料として取纏めを行つた。

力 自主点検調査結果の総合評価
令和 7年 12月 9日 (火 )、 第 2回拡大技術調査研究委員会を開催し、技術調査研究

委員会に対し総合評価を諮問した。

同委員会においては、「不適の×」、「要改善の△」についての指摘・指導内容、前回

の点検結果の突き合せなど、公正かつ厳正に総合評価が行われた。

星数による成績評価は、次表のとおり「総合評価に係る判定基準」を適用し、最終的

な個別審査を行った。
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O総 合評価に係る判定基準 (技術調査研究委員会)

○ 令和 7年 12月 9日付けで、技術調査研究委員会 (大坂隆委員長)よ り、
次のとおり理事長あて答申があった。

判 定 基 準
判  定 星   数

第 1基準 第 2～第 4基準

すべて ○ すべて O 秀 ☆☆☆☆☆

△が 1項 目 △が 5項 目以内 優 ☆☆☆☆

△が 2項 目
△が 10項 目以内

×が 2項 目以内
良 ☆☆☆

△が 3項 目
△が 15項 目以内

×が 5項 目以内
不良 ☆ ☆

△が 4項 目
Xが 1項 目以上

△が 16項 目以上

×が 6項 目以上
不可 ☆
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令和 7年 12月 22日

一般社団法人 日本ダイアパー事業振興会
理 事 長 高 江  智 和 理 様

一般社団法人日本ダイアパー事業振興会

技術調査研究委員会 委員長

大 坂   隆

答  申  書

令和 7年 12月 9日 、貴職から諮問された令和 7年度ダイアパー衛生基準自主点検調査の判定

結果に基づく総合評価については、下記のとおり答申する。

1 総合評価の表示について
総合評価の結果は、別紙 1の 「令和 7年度ダイアパー衛生基準自主点検調査事業実施

要領に基づく総合評価に係る判定基準 (令和 5年度と同基準)」 イこより、次表のとお

り、星数及びその成績の段階順位により表示する。

星 数 成 績 摘 要

☆☆☆☆☆ 秀 非常に良好で他の模範となる。

☆☆☆☆ 優 良好である。

☆☆☆ 良 普通である。

☆ ☆ 不良 改善を要する。

☆ 不 可 不良であり、よリー層の改善を要する。

2 会員別の総合評価について
別紙 2の 「令和 7年度自主点検調査総合評価一覧表」のとおり。

3 総合評価を終えて
今回の総合評価を行うにあたり、点検委員から提出された 「洗濯施設・衛生基準点検表」及

び「点検調査付票」により、前回評価との検証も併せて行い、客観的な算定数値によつて判定

の可否をチェックするなど、より公正かつ厳正な総合評価となるよう努めた。 lttU紙 3「令和 7

年度自主点検調査 「点検委員の評価判定とその指摘内容」に対する委員会の最終評価判定一覧

表」及び別紙 4「令和 7年度自主点検調査点検項目別判定一覧表」を参照)

記
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その結果、第 1衛生基準 (細菌検査)では、直近 (7年夏)の検査結果で、変色有りが 3施

設、一般細菌数が基準値を超えたものは 3施設あつたが、再検査等で合格 (△ )と なっていた。

第 2基準～第 4基準の判定では、不適指摘が 1施設 1件、要注意指摘の件数が4施設 13事項
と項目数は前回とほぼ同じで (前回は 8施設 12事項 )、 1施設 5項 目以上の要注意指摘となっ

た施設は 1施設であつた。

貸おむつに関する厚生労働省のガイ ドラインは、会員施設、非会員施設全てが適用されるも

のであることから非会員に業務委託をしている会員においては、当該ガイ ドラインの趣旨の徹

底に引き続き努められたい。

なお、点検委員の調査においては、工場における作業等の留意事項や改善につながるような

事項について、引き続き、点検委員は必要に応じて助言、注意喚起等に努めるようお願いする。

総合評価の結果は、最上位の「秀 (5ツ星」は34施設、「優 (4ツ星」は 7施設、「良 (3ツ
星)」 が 2施設で、「不良」以下となった施設は無かつた。

今回の自主点検では、要注意指摘 5個以上の施設は減少し、また、 7年夏の細菌検査の再検
査等による要注意指摘が 6施設となり減少した。これ以外の項目では、前回とほぼ同じような

状況であり、施設の衛生管理に対する意識が定着していると伺え、引き続き、この水準を維持・

向上するよう努められたい。 (別紙 5「令和 7年度支部別総合評価結果」を参照)

今後もこの会員相互による自主点検調査方式の貸おむつ洗濯施設に関する評価認定制度は、

会員の社会的な信頼・評価を高めていくため重要で、クリーニング師等の貸おむつ洗濯施設の

管理運営に関し十分な専門的知識と経験を有する点検委員による点検調査が望ましいこと、ま

た、点検調査 1チームは複数人とする必要から、点検委員以外の点検委員技術講習会への参加

による人材の育成に関しても促進するとともに、点検委員の各支部間における情報交換などを

引き続き提起して置きたい。

終わりに、「貸おむつに関する厚生労働省のガイ ドライン」による衛生管理を普及徹底してい

くためには、点検委員のみならず貸おむつ洗濯施設の従業者に対しての技術研修・衛生講習会

を継続的に開催するなど、引き続き、衛生知識等研鑽の機会を提供していくことが必要かつ重

要であることを提起し、答申とする。

「添付資料

別紙 1

別紙 2

別紙 3

局明眠4

別紙 5

(省略)」

「令和 7年度ダイアパー衛生基準自主点検調査事業実施要領に基づく

総合評価に係る判定基準 (令和 5年度と同基準)」

「令和 7年度自主点検調査総合評価一覧表」

「令和 7年度自主点検調査 「点検委員の評価判定とその指摘内容」に対

する委員会の最終評価判定一覧表」

「令和 7年度自主点検調査点検項目別判定一覧表」

「令和 7年度支部別総合評価結果」
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令和 7年度ダイアパー衛生基準自主点検調査

点検委員技術講習会プログラム

日 時 令和 7年 8月 28日 (木)13時～17時
場  所 ホテル グランドヒル市ヶ谷

(13:00～ 13:10)(10分 )

1.開会 (兼開講式)挨拶及び委員委嘱状交付 (代表者)
一般社団法人 日本ダイアパー事業振興会

(13:10～ 13:40)(30分 )

2.特別講演   (仮 :ク リーニング業法の解説 )

厚生労働省健康 。生活衛生局生活衛生課主査

林  明 音 氏

3.技術講習

(13:40～ 14:25)(45分 )

(1)開講挨拶及び講義 技術調査研究委員会委員長  大 坂  隆 氏
(仮 :ク リーニング業法と指定洗濯物の衛生)

( 休憩 :15分  )

(14:40～ 15:20)(40分 )

(2)(どこにでも発生するぬめりの正体 ―バイオフィルムを知る一  )

技術調査研究委員会委員 古 畑 勝 則 氏

(15:25～ 16 :05)(40分 )

(3)(仮 :ダイアパー洗濯施設。衛生基準点検のポイント について)

技術調査研究委員会委員  高 木 真

(16:10～ 16:50)(40分 )

(4)(仮 : ダイパー事業における自主点検の意義  )

技術調査研究委員会委員 加 地 群 文 氏

(16:55～ )

4.閉会挨拶 (兼閉講式 ) 技術調査研究委員会委員長  大 坂  隆 氏

氏
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(3)技術調査研究委員会の運営

技術調査研究委員会は、前年度同様に当振興会の役員も参画した拡大技術調査研究委員会

として、会員各社の事業工場の現状などを踏まえながら、ダイアパー等の衛生管理の確保・

改善のため事業の推進について検討した。

清拭リネンに関する衛生確保等については令和 3年度より検討してきたところであり、こ

れまでの清拭リネン類に関する調査等を踏まえ、令和 7年度は清拭リネン洗濯施設等に係る

自主衛生基準及び評価手法等について検討し、衛生基準並びに評価マニュアルを策定した。

また、特定技能・育成就労制度について令和 8年 1月 に「リネンサプライ分野」追加され、

振興会会員工場において外国人材の受入れ可能となったことから、来年度はこの対応のため

7年度策定した衛生基準等による施設認定制度に係る実施要領等について検討を行う予定

としている。

O拡大技術調査研究委員会名簿  (敬称略) (令和 8年 3月 31日 現在 )

区 分 氏    名 所 属 及 び 役 職

委員長 大 坂  隆 元 東京都衛生局 参事

委 員 古 畑 勝 則 麻布大学 名誉教授

"
石 飛 博 之 公益財団法人 給水工事技術振興財団 専務理事

〃 加 地 辟 文 特定非営利活動法人 食品保健科学情報交流協議会 理事長

〃 高 木 真 一 社会福祉法人 鶴風会 顧問

〃 高江 智和理 理事長 :社会福祉法人 】ヒ海道光生舎 理事長

〃 佐 藤 哲 也 副理事長 :株式会社ケー・デー・エス 代表取締役社長

〃 武 知 教 之 理事 :アイナックス稲本株式会社 取締役会長

〃 持 田 史 理事 :株式会社アサヒ製作所 代表取締役副社長

,ア 宮 下 義 浩
理事 :株式会社 東京洗染機械製作所

取締役 営業統括本部長
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ア 第 1回 拡大技術調査研究委員会
日 時 :令和 7年 7月 4日 (金)12:00～
場 所 :鉄鋼会館
議 題 :令和 7年度 細菌検査事業 (夏季)の実施について

令和 7年度 衛生基準自主点検調査の実施について

その他 (清拭タオル類の衛生確保に関する検討)

イ 第 2回 拡大技術調査研究委員会
日 時 :令和 7年 12月 9日 (火)12:00～
場 所 :鉄鋼会館
議 題 :令和 7年度 細菌検査事業 (冬季)の実施について

令和 7年度 衛生基準自主点検調査結果の総合評価及び答申について

その他 (清拭タオル類の衛生確保に関する検討)

ウ 専門委員会の開催
第 1回  日 時 :令和 7年 10月  9日 (木)10:30～
第 2回  日 時 :令和 7年 10月 14日 (火)15100～
第 3回  日 時 :令和 7年 11月 13日 (木)13:30～
場 所 :zoomに よるリモー ト会議
議 題 :清拭リネン類に関する自主衛生管理基準について

2.広報誌「ほわいと」の発行

人にも環境にも優しい布おむつの普及拡大と環境の保全対策に資する観点から、「広報誌

ほわいと」第 57号と第 58号発行した。

<配布先> 正会員 (顧客分を含む)、 賛助会員、厚生労働省、
都道府県および各自治体の生活衛生。介護保険・老人保健の各主管課、看護師・

介護福祉士養成施設 (専門学校 )

第Ⅳ その他事業の推進
1.貸おむつ類の洗濯契約の業務代行実施事業の運営に関する事項

布おむつ類の供給ラインは、汚物を適正に処理し、布おむつ利用者の快適な生活環境を保

持する上で、病院や介護施設等にとつては極めて重要な生命線となっている。

このため、布おむつの絶対的供給ライン確保のための業務代行実施事業は、社会公共の観

点からも本会に課せられた役割は大きく、引き続き、各支部長との緊密な連携のもとに本制

度の適切な運営に当たる。

◎ 業務代行実施依頼契約の更新日は、10月 1日 とし、一括契約書方式による更新事務の

手続きを実施した。
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【業務代行実施依頼契約の現況と推移】

2.令和 6年度貸おむつ生産量実態調査実施について

ダイアパー業界における布おむつ類等生産の実態とその経営動向を把握するため、令和 6

年度に第 15回 目の調査として正会員及び協力非会員宛て依頼し、本部事務局で集計分析を行

い、報告書として取り纏め、令和 7年 4月 16日 付で各会員に送付した。

答 状 況 (括弧内は前回調査 )

区  分 調査依頼事業所数 (A) 回答事業所数 (B) 回答率 (B)/(A)

正 会 員 75社 (77社 ) 70社 (75社 ) 98%(97%)

非 会 員 1社 (2社 ) 1社 (1社 ) 100%(50%)

計 76社 (79社 ) 71社 (76社 ) 93%(96%)

第V 法人の運営に関する事項
1.日 本ダイアパー事業振興会定款の一部改正について

当振興会会員における清拭タオル等の取扱いは、布おむつと比較して入院患者・入所者の

ケア用の身体拭き清拭タオルの提供が多くなっている現状等を踏まえ、従来から関連物品と

している「下拭き清拭タオル類 。清拭布」とこの「身体拭き清拭タオル類」を「清拭リネン

類」として、第 3条の目的に振興会事業の対象リネン類に明記し、その衛生管理と品質の向

上等を図り公衆衛生及び社会福祉の向上に寄与する趣旨の定款改正が、令和 7年度定時総会

において承認された。

この改正により、今後は布おむつとともに清拭リネン類の衛生管理と品質の向上等のため

の事業を推進することとした。
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支部名
令07.10.1～ 令08.9,30

対前年度
令06.10.1～令07.9,30 令 05。 10.1～ 令06.9,30

会員数 契約件数 会員数 契約件数 会員数 契約件数

北海 道 5 46 0 5 46 5 54

東    司ヒ 11 49 △ 15 11 64 12 74

関東甲信越 18 699 △  41 18 740 18 788

東海北陸 10 836 △  19 10 855 10 916

近   畿 7 1,122 △  14 7 1,136 7 1,170

中  国 12 684 △ 54 12 738 12 794

四  国 6 70 △ 8 7 78 7 85

九  州 8 183 14 8 169 8 202

計 77 3,689 △  137 78 3,826 79 4,083



【 改正後 】
(目  的)
第 3条 本会は、布おむつ及び清拭ジネン類並びに関連製品 (以下「ダイアパー等」
という。)の提供に関する調査及び研究等をとおして、ダイアパー等の衛生管理と品

質の向上及び事業の適正な運営と発展を図り、もって公衆衛生及び社会福祉の向上

に寄与することを目的とする。

(事 業)
第 4条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)ダイアパー等に係る品質の向上及び洗濯技術に関する調査研究

(2)ダイアパー等提供の事業における衛生管理、環境に関する調査研究

(3)ダイアパー等に関する知識の普及啓発及び情報提供

(4)会員のダイアパー等の提供に係る業務代行制度の普及

(5)会員の福利厚生に関する事業

(6)そ の他本会の目的を達成するために必要な事業

2.理事会等の開催

(1)令和 7年 5月 9日 (金) 第 1回 通常理事会
於 ホテルグランドヒル市ヶ谷

① 令和 6年度 事業報告 (案)に関する件
② 令和 6年度 収支決算 (案)に関する件
③ 監査報告に関する件
④ 令和 7年度 定時総会の開催等に関する件
⑤ 役員の選任に関する件
⑥ 日本ダイアパー事業振興会定款の改正について
⑦ その他

「 白樺東 」

(2)令和 7年 6月 10日 (火 )役員 (理事・監事)会議 「総会役員控室」
① 定時総会の運営について
② その他

(3)令和 8年 2月 13日 (金)役員会議 (理事長、副理事長、常務理事)

於 ホテルグランドヒル市ヶ谷  「鼓 」
① 会費について
② 新規事業等について
③ その他
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(4)令和8年 3月 12日 (木) 第 2回 通常理事会
於 ホテルグランドヒル市ヶ谷  「真 珠 」

① 令和 8年度 事業計画 (案)に関する件
② 令和8年度 収支予算 (損益ベース)(案 )に関する件
③ 会員規程の一部改正に関する件
④ 新規事業等の取組みに関する件
⑤ 令和8年度 第 1回理事会・支部長会及び定時総会の開催(案)に関する件
⑥ 創立40周年記念事業に関する件
⑦ 会員の入退会に関する件
③ 次期役員の推薦に関する件
⑨ その他

3.定時総会の開催

令和7年 6月 10日 (火)定時総会  於 ホテルグランドヒル市ヶ谷
① 令和6年度 事業報告 (案)に関する件
② 令和6年度 収支決算(案)に関する件
③ 監査報告に関する件
④ 令和7年度事業計画・収支予算の報告に関する件
⑤ 役員 (理事)の退任・選任に関する件
⑥ 日本ダイアパー事業振興会定款の一部改正に関する件

翡 翠 」

4.監事会の開催
令和 7年 4月 17日 (木)16:00～ 令和 7年度監事監査 於 :振興会共用会議室
監 査 事 項 :令和 6年度事業報告及び収支決算 (案 )

監査実施者 :唐沢公認会計事務所 。飯塚税理事務所

5。 諸案件について理事長等役員とのメール等による打合せ

(1)令和 6年度事業報告及び収支決算案に関する件

(2)令和 7年度の理事会・総会の日程及び運営等に関する件

(3)令和 7年度技術調査研究委員会の運営等に関する件

(4)令和 7年度細菌検査事業及び自主点検調査事業に関する件

(5)振興会定款の改正に関する件

(6)振興会創立40周年記念事業に関する件

(7)令和 8年度事業計画及び収支予算案に関する件

(8)役員改選等に関する件

(9)振興会会員規程の改正に関する件

(10)外国人技能実習制度改正に伴う対応に関する件

(H)日 本テキスタイルサプライ協議会に関する件

(12)そ の他振興会事務運営等に関する件等
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6.会員名簿の作成について

令和元年度より、会員名簿は隔年 (役員改選年度)作成としたため、本年度は、10月 1日

現在における会員名簿の追加情報等を作成し会員に対し提供した。

<連絡先> 正会員、賛助会員、各支部、役員

7.ホームページによる情報提供

当振興会の WEBサイ ト (URL)「 http://―.jdp.or.jp」 を、令和 7年 10月 に SSL暗号化

した「https:〃― .jdp.or.jp」 に変更してセキュヅティ強化を行い、電子公告による情報

を提供している。

○ 令和 7年度中の アクセス件数    4,329 件
パ ソ コ ン 版 : 2,714 件  (前年度 2,212件 )

スマー トフォン 版 : 1,615 件  (前年度 1,817件 )

8。 その他 日本テキスタイルサプライ協議会 (4団体協議会)の運営に関する事項

(1)日本テキスタイルサプライ協議会について

令和 7年度の会長・理事長及び専務理事等協議会は開催されなかった。

このため、令和 8年度事業計画・予算、令和 7年度事業報告・決算及び次期会長の選任

などについて書面での協議・報告が行われる予定である。

(2)また、外国人技能実習制度改正に伴う対応として、4団体が足並みを揃えて特定技能制

度への移行のため「リネンサプライ分野」の追加を要請し、制度所管官庁との協議等を

行い、令和 8年 1月 に「リネンサプライ分野」の追加が閣議決定された。

(3)今後、当振興会では、令和 9年 4月 の新制度施行に向けて、外国人材の受入れが可能
となるようダイアパー及び清拭リネンの洗濯施設等に係る認定制度に関する体制の整備

などについて検討する予定としている。

令和 7年度
。初級

。中級

。上級

(参考)

令和 8年度

・初級  |
。中級  |
。上級  |

リネンサプライ業技能講習会の実施状況等

令和 7年 6～ 7月 (東京、大阪)   受講者数 236名 (H名 )
令和 7年 10月  (東京、大阪)    〃   126名 (13名 )
令和 8年  2月  (東京)       〃   58名 (7名 )

※ ()は振興会関係受講者数

リネンサプライ業技能講習会の日程等 (予定)

令和 8年 6月  (東京、大阪)  各会場定員
令和 8年 10月  (東京、大阪)  各会場定員
令和 9年  2月  (東京)     会場定員

100名

100名

70名
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8.本部からの発簡文書等
ロア振テζ 号 年 月 日 文 書 標 題 (件名 ) 宛 先

1 07.4,10 年会費のご請求について 正会員

(事務連絡) 〃 定時総会・懇親会の開催日程のご案内 正会員・賛助会員

2 〃 第 1回通常理事会の開催について (支部長会 ) 役員

3 07.5,1 広報誌 「ほわいと」の送付について 会員・関係先他

4 07.4,10 リネンサプライ業技能講習会 (初級)の開催について 正会員・賛助会員

5 07.4.16 貸おむつ生産量調査報告書送付について 正・賛,役員,協力

6 07.4.24 委員委嘱について (承諾書送付 ) 新委員

7 07.5.1 委員委嘱について (委嘱状送付 ) 新委員

8 07.5,12 役員 (理事)の就任について 新役員

9 07.5,22 役員会議および定時総会の開催について (総会資料送付 ) 役員・支部事務局

10 07.5.22 定時総会の開催について (総会資料送付 ) 正会員

11 07.5,22 総会怒親会の開催について (ご案内) 賛助会員

12 07.5.16 総会懇親会の開催について (ご案内) 厚生労働省

13 07.6.4 第 1回拡大技術調査研究委員会の開催について (ご案内 ) 委員

(事務連絡 ) 07.6.12 新役員 。新定款 (全文)送付について 出・欠 正会員

(事務連絡) 07.6.12 新役員・新定款 (全文)送付について 支部事務局

(事務連絡 ) 07.6.12 新役員 。新定款 (全文)・ 総会資料送付について 賛助会員

14 07.6.16 年会費のご請求について 賛助会員

15 07.6.16 広報誌 「ほわいと」掲載の広告料のご請求について 当該賛助会員

16 07.6.16 総会懇親会の会費請求について 当該賛助会員

(事務連絡 ) 07.6.26 清拭リネンに係る自主衛生管理基準について 支部・正会員

17 07.7.1 支部連絡窓口設置費の請求等について 各支部長

(事務連絡 ) 07.7.16 賛助会員の入会審査について (広洋物産) 理事

(事務連絡 ) 07,7.17 貸おむつの細菌検査データ取集について 当該正会員

18 07.7.18 夏季貸おむつの細菌検査の実施について 正会員

19 07.7.14 ダイアパー自主点検調査事業の実施について 各支部長

20 07.7.14 ダイアパー自主点検調査事業の実施について 正会員

21 07.7.18 業務代行実施依頼契約の更新について (お知らせ ) 正会員

82 07.7.18 業務代行実施依頼契約の更新事務手続きについて 各支部長

23 07.7.10 自主点検講習会講師の派遣について (お願い ) 厚労省

24 07.7.31 リネンサプライ業技能講習会 (中級)の開催について 正会員・賛助会員

(事務連絡 ) 07.8.15 入会承認通知 (広洋物産 ) 理事

25 07.8,15 入会承認通知 (広洋物産 ) 新賛助会員
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ロダ振発・ ■ 年 月 日 文 書 標 題 (件名) 宛 先

26 07.8.27 夏季細菌検査の結果通知並びに再検査の実施について 再検査会員

27 07.9,22 会員名簿の変更箇所連絡のお願い 正会員・賛助会員

28 07.9,22 おむつ類の業務代行実施承諾書の送付について 正会員

29 07.9.22 おむつ類の業務代行実施施設確定件数について 支部長

30 07.9,18 夏季細菌検査・成績書の送付について 合格正会員

31 07.9.22 夏季細菌検査・成績書の送付について 再検査正会員

32 07.9.22 夏季細菌検査成績書の送付について 支部長

(事務連絡 ) 07.9,24 今後の総会 。理事会日程について (ご連絡 ) 役員 。支部事務局

(事務連絡) 07.10 31 今後の総会・理事会日程について (5月 理事会日程連絡 ) 役員 。支部事務局

(事務連絡) 07 10 20 「会員名簿」変更箇所連絡 会員・役員他

33 07.11.1 広報誌「ほわいと」の送付について 会員 。厚労省他

34 07.ll.10 広報誌「ほわいと」広告料ご請求について 広告掲載賛助会員

35 07.ll.10 第2回  拡大技術調査委員会の開催について (ご案内) 委員

36 07 11 17 自主点検調査補助金交付について 支部長

37 07.12.8 リネンサプライ業技能講習会 (上級)の開催について 正会員・賛助会員

38 07.12 2 役員会議の開催について 役員

39 08 1 20 冬季細菌検査の実施について 正会員

40 08.1 20 自主点検調査結果について (認定証交付 ) 正会員

41 08.1.20 自主点検調査結果について 支部長

42 08.2.16 第2回通常理事会の開催について (ご案内) 役員

43 08.3.11 冬季細菌検査・成績書の送付について 正会員

44 08.3.11 冬季細菌検査・成績書の送付について 支部長

(事務連絡 ) 08.3 16 第2回通常理事会 会費修正資料 役員

(事務連絡 ) 08.3.16 第2回通常理事会の資料 支部事務局

45 08,3.16 大臣表彰の授与について (お願い) 厚労大臣

46 08 3 16 局長表彰の授与について (お願い) 厚労省局長

47 08.3.18 役員改選 (候補者推薦のお願い) 常務理事

48 08.3.18 役員改選 (次期役員就任のお願い) 監事

49 08,3.18 役員改選 (候補者推薦のお願い) 賛助会員 理事

(事務連絡 ) 08.3.18 役員改選 (就任承諾書における履歴について) 役員

(事務連絡 ) 08.3,19 40周 年記念講演者について (再検討 ) 支部長

50 08.3.23 監事監査の実施について (お願い ) 監事

51 08,3.24 表彰に伴 う調書の確認について 表彰者

52 08.3.30 40周年記る式典の出席調査 正会員・賛助会員
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